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「
山
が
あ
り
、
川
が
あ
る
。
こ
の

佐
伯
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の

人
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
早

川
幸
江
さ
ん
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
む
佐
伯
地
域
で
、

行
事
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
、
生

活
支
援
な
ど
を
行
う
地
域
支
援
員
と

し
て　

月
８
日
か
ら
活
動
。
佐
伯
支

１０

所
を
拠
点
に
、
地
域
の
行
事
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
応
援
を
手
掛

け
て
い
る
。
地
域
支
援
員
の
任
期
は

平
成　

年
９
月
ま
で
の
最
長
３
年
間
。

２８

千
葉
県
浦
安
市
に
住
ん
で
い
た
早
川

さ
ん
は
、
こ
れ
を
期
に
廿
日
市
市
に

移
り
住
ん
だ
。

　

東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た
早
川
さ
ん

は
、
田
舎
に
大
き
な
憧
れ
が
あ
っ
た

と
い
う
。「
小
さ
い
頃
、
夏
休
み
に

な
る
と
み
ん
な
が
田
舎
に
帰
る
の
が

う
ら
や
ま
し
か
っ
た
で
す
ね
。
大
人

に
な
っ
て
か
ら
は
、
自
然
と
触
れ
合

え
る
場
所
に
自
ら
進
ん
で
行
き
ま
し

た
」。
若
い
頃
に
参
加
し
た
山
形
県

で
の
交
流
体
験
で
は
田
植
え
や
稲
刈

り
な
ど
を
通
じ
、
多
く
の
地
元
の
方

と
知
り
合
い
、
そ
の
交
流
は
今
で
も

続
い
て
い
る
そ
う
だ
。

　

遠
く
離
れ
た
広
島
で
の
地
域
支
援

員
に
応
募
し
た
の
は
、
東
日
本
大
震

災
の
後
の
原
発
事
故
も
大
き
な
理
由

の
一
つ
だ
と
話
す
。

　
「
放
射
線
は
目
に
み
え
ま
せ
ん
。

日
常
の
買
い
物
や
生
活
に
も
不
安
が

あ
り
ま
し
た
」。
浦
安
市
の
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
た
と
き
に

募
集
を
目
に
し
、
自
分
の
経
験
を
生

か
せ
る
と
決
意
し
た
。

　

保
育
士
の
経
験
も
あ
り
、「
子
育

て
の
苦
労
を
少
し
で
も
和
ら
げ
た

い
」
と
、
浦
安
で
自
宅
を
開
放
し
て

親
子
で
楽
し
め
る
空
間
を
提
供
し
て

き
た
。「
子
育
て
し
や
す
い
環
境
は

高
齢
者
に
も
優
し
い
。
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
も
し
て
い
き
た
い

で
す
」。

　

佐
伯
地
域
の
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
。「
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
人
が

関
わ
っ
て
い
て
、
地
域
で
温
か
く
子

ど
も
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
印
象

を
受
け
ま
し
た
」
と
感
想
を
話
す
。

　

現
在
、
か
か
し
で
ま
ち
お
こ
し
に

取
り
組
む
佐
伯
地
域
。「
道
路
沿
い

に
か
か
し
が
並
ん
で
い
る
の
を
見
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
地
域
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、

何
が
必
要
な
の
か
、
何
を
す
れ
ば
い

い
の
か
を
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に

考
え
、
地
域
が
輝
く
よ
う
な
お
手
伝

い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

地域が輝く
お手伝いを―

佐伯地域の地域支援員に早川さん
東京都出身。東京都江戸川区で保育士として勤務した後、保
育士の経歴を生かし、自宅を開放して親子で楽しめる空間
「ははこのじかん」をスタート。同時に浦安市で市民活動セン
ターのスタッフとして主に広報活動を担った。１０月から、廿
日市市地域支援員として佐伯支所地域づくりグループを拠点
に活動。

はやかわ・さちえ　　　早川　幸江さん（４０歳・宮島口西）

しっかりと地域に根付く活動を心掛け、

地域の人と一緒に、

残したいもの、伝えたいものを

考えていきます―

地域支援員

人口の流出などにより、人口減少
が著しい過疎地域などに派遣。地
域のニーズを拾い上げ、地域の皆
さんと一緒に協力しながら、行事
やコミュニティー活動の応援、生
活支援などを行います。

かかし工房（津田）で、指導員の河
相宏さん（右）から指導を受けなが
らかかし作りにチャレンジする早川
さん（左）。

My Town Topics　―まちのわだい―　まちの旬な話題を提供します
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第１２回宮島お砂焼まつり宮島口発、秋のおもてなし
　１０月２０日、「第１２回宮島お砂焼ま
つり」が宮島口桟橋前周辺で行わ
れました。恒例のお砂焼のロクロ実
演には多くの人が集まり、職人の技
を間近で体験。
　オープニングでは、烏神太鼓と宮
島太鼓のはやしによる練り歩きが行
われ、太鼓の響きとともに、獅子舞
が会場をまわり、訪れた人を楽しま
せました。
　また、宮島工業高校インテリア科
の生徒による駐輪規制看板が披露さ
れました。

写
真
１　
ロ
ク
ロ
実
演
の
様
子
。
写
真
２　

宮
島
三
姫
（
さ
ん
ひ
め
）
と
町
娘
、
武
家
娘

に
扮
（
ふ
ん
）
し
た
宮
島
工
業
高
校
イ
ン
テ
リ

ア
科
の
生
徒
の
皆
さ
ん
。
写
真
３　

烏
神
太

鼓
と
宮
島
太
鼓
の
は
や
し
に
よ
る
練
り
歩
き
。

写
真
４　

陶
器
市
も
並
び
、
美
し
い
陶
芸
作

品
を
楽
し
む
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
写
真
５ 

陶
芸
手
ひ
ね
り
体
験
に
参
加
し
た
金
田
湖
雪

（
か
ね
だ
・
こ
ゆ
き
）
さ
ん
（
阿
品
・
７
歳
）。

「
ペ
ン
立
て
を
作
り
ま
し
た
。
形
を
作
る
の
が
難

し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

広島県消防関係功労者表彰地御前地区自主防災会、地道な活動が評価
　１１月７日、消防関係功労者表彰
が県庁で行われ、地御前地区自主
防災会が表彰を受けました。平成２１
年度の発足以来、総合防災訓練や
小学校と連携した津波避難訓練など、
地道な活動が評価されました。
　同会の 吉本  恒雄 会長は「自分た

よしもと つねお

ちのまちを自分たちで守るためにみ
んなで協力し合い、活動してきた結
果。これからも、地御前地区を災害
に強いまちにするために、みんなで
頑張りたい」と話してくれました。

地御前小学校・地御前保育園合同津波避難訓練
で避難誘導の支援をする地御前地区自主防災会の
皆さん。

　９月２５日、平成２５年全国地域安
全運動中央大会で「平良地区地域
安全協議会」が、功労ボランティア
団体として表彰を受けました。同協議
会では子どもたちの登下校時の見守り
活動や夜間パトロールの実施、地域
安全マップの作成などに継続的に取り
組んでいます。活動に参加されている
 上  村  悦  夫 さん（７０歳）は「活動が一
うえ むら えつ お

つの形になったことがうれしいです。今
後も子どもたちの成長を見守っていきた
いです。」と話してくれました。

登校時の見守り活動の様子。自分にできる範囲の
ことを毎日続けているそうで、参加を希望される人
は声を掛けてほしいとのこと。

平良地区地域安全協議会地域の活動が実を結び、全国で表彰

２
１

３

４ ５
生涯学習フェスティバル、あいプラザまつりなど３つのまつりが同時開催
　１１月９、１０日に廿日市市役所周
辺で生涯学習フェスティバル、あい
プラザまつり、はつかいちみどりまつ
りが開催されました。また、佐伯、
吉和、大野の各地域でも協賛事業
が行われました。
　３つのまつりは同時開催のため、
各会場では日ごろの生涯学習の成
果の発表や健康チェック、工作コー
ナーなどが行われ、訪れた人はさま
ざまな催しを一度に楽しむことができ
ました。

写真は廿日市市子ども会育成連絡協議会ジュニア
リーダーズ・クラブによる朗読劇「オズの魔法使
い」の様子。歌を交えた朗読劇が好評を得ました。

はつかいちさくら賞市の生涯学習の普及・推進に貢献
　「はつかいちさくら賞」は、市の
生涯学習の普及・推進に貢献した
個人や団体を表彰するもので、１１
月１０日、廿日市市生涯学習フェス
ティバルの会場で表彰しました。
表彰を受けたのは広島県立廿日市
特別支援学校高等部３年生の 田  中 

た なか

 聖  人 さん。
まさ と

　田中さんは平成２４年度山火事予
防ポスター用原画および標語の募
集で原画の部（高等学校）で農林
水産大臣賞を受賞されました。

表彰を受けた田中さん（写真中央）。「学生生活最
後の年にこのような賞をいただけてうれしいです。
社会にでても頑張りたいです」と話してくれました。


